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１．はじめに
　日本語は言葉の男女差が顕著な言語である。もっとも、話し言葉でもフォーマルな場面
では男女で大差はないし、書き言葉でも男女による違いは小さい。しかし、家族や親しい
友達と話をする場面などではその違いが顕著となる。とりわけ自称詞や文末表現において
その違いが顕著に見られる。現在では若年層（特に女性）を中心に男女の言葉がボーダー
レスになる傾向があるものの、「あたし」や「きれいだわよ」を使うとすれば通常は女性
であるし、「おれ」や「きれいだぜ」を使うとすれば通常は男性である。
　こうした話し言葉に見られる男女の違いは、共通語やその土台となっている首都圏の言
葉のみならず、方言が使われている地方にも見られる。しかしながら、男女の言葉の違い
のあり方は、首都圏で観察されるものと異なる部分もある。
　そこで本稿では、地方都市の一つである岡山市における状況について、最近行なった多
人数調査の結果から、一部については東京都での調査結果と比較しつつ、男女による言葉
の違いが現在どのようになっているかを、文末表現に注目して分析する。
２．本稿で分析対象とするデータと調査概要
　本稿で分析対象とするデータは次の 2 つである。
　　（１）岡山市での多人数調査（2013 年実施、20 歳～ 79 歳の男女 81 人が回答）
　　（２）東京都での多人数調査（1997 年実施、20 歳～ 69 歳の男女 1,013 人が回答）
　このうちの岡山市での調査結果について主として論じるが、その際、一部の項目につい
ては東京都での調査結果を参照し、東京都との異同という観点から論じる。この他、2007
年に実施した全国調査の結果等も一部参照するが、その調査概要については該当箇所で示
す。いずれの調査も、調査項目は総合的なものであるが、その一部に、本稿で論じる言葉
の男女差に関する項目が含まれている。
　岡山市での調査は 2013 年 10 月に民間の調査会社に委託して実施した。回答者は、無作
為に選ばれた、調査当時 20 歳～ 79 歳の男女 81 人である。調査方法は、調査票を用いて
の個別面接法である。注１
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　フェイスシート項目を分析したところ、回答者のうち約 7 割は岡山県出身者であった。
また、言語使用や言語意識を形成する上で重要な要因となると考えられる 15 歳までに最
も長く住んだ場所も 8 割近くは岡山県であった。すなわち、出身地についても 15 歳まで
の最長居住地についても、岡山県を地理的背景とする回答者を 7 ～ 8 割含むデータである。
母集団もおよそこのような比率であると推測される。なお、調査サンプルの代表性はおお
むね確保されていることの説明および調査の詳細については、本調査の最初の分析論文で
ある尾崎喜光（2014）で報告している。
　一方、東京都での調査は、1997 年秋に国立国語研究所が実施したものである（企画・
実施の主担当は筆者）。回答予定者は、住民基本台帳から無作為に選ばれた、調査当時 20
歳～ 69 歳の男女 3,000 人である。調査は、自記式の調査票を同封した郵送調査によった。
有効回答は 1,013 人であった。これを分析対象とする。なお、調査の詳細については尾崎
喜光（1999a、2000）で報告している。注２
　岡山市も東京都も回答者は無作為に抽出しているが、対象とした年齢層が一部異なり、
岡山市は 79 歳までであるのに対し東京都は 69 歳までである。従って、年齢により傾向が
異なる場合は、東京都に比べ岡山市は高年層の傾向が多少強く出ることになる。また、調
査年が大きく異なり 16 年の隔たりがあることも、分析において留意する必要がある。
３．調査結果
３. １．断定の助動詞と終助詞を中心とする文末表現における男女の違い
　日本語で言葉の男女差が顕著に見られる一つは文末表現である。このうち女性専用とさ
れる文末表現は次のようにさまざまある。
　　行くわよ、そうね、そうよね、そうだわよ、静かだわね、そうね、いいのよ。
　表層的にはいろいろな表現があるが、「かしら」等の別系列のものを除けば、重要な特
徴は次の 2 点に集約される。
　　① 終助詞「わ」の付加（例：「（雨が）降るよ」→「（雨が）降るわよ」）
　　② 助動詞「だ」の省略（例：「雨だよ」→「雨よ」、「静かだよ」→「静かよ」、「いい
ん（＝の）だよ」→「いいのよ」）
　ただし、助動詞「だ」が省略されなくても、直後に終助詞「わ」を伴いかつ上昇のイン
トネーションとなる場合（「雨だわ↑」）や、「わ」の直後に終助詞「よ」「ね」を伴う場合
（「雨だわよ」「雨だわね」「雨だわよね」）は、女性専用とされる表現となる。論理的には
ありうる①と②を組み合わせた「雨わよ」「雨わね」「雨わよね」は、理屈では二重に女性
的な表現となるはずであるが、実際には日本語に存在せず、「だ」は省略できない。
　一方、男性専用とされる文末形式の代表は終助詞「ぞ」「ぜ」である。
　　③ 終助詞「ぞ」の使用（例：「雨だよ」→「雨だぞ」、「降るよ」→「降るぞ」）
　　④ 終助詞「ぜ」の使用（例：「雨だよ」→「雨だぜ」、「降るよ」→「降るぜ」）
　こうした表現を使う人が岡山市に現在どれくらいの割合いるかについて調査した。比較
対照する東京都でもほぼ同様に調査した。それぞれの質問文と選択肢を示すと次のとおり
である。このうち岡山市の調査では、方言使用を把握することを主たる目的とする設問の
中に言葉の男女差を見ることも目的とする設問もあることから、設問を 3 つに分けて示す。
回答者に注目してほしい選択肢の下線は、回答者の手元の回答票にも示されている。
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　岡山市での調査の質問文と選択肢
（９） 〔回答票 36〕家で天気予報を見ていたところ、あしたは台風で雨の予報です。
それを家族に伝えるとします。自分で言うことがあるものをすべて選んでくだ
さい。（Ｍ．Ａ．）
　　　　（ア）（あしたは）雨が降るよ　　　 （キ）（あしたは）雨よ
　　　　（イ）（あしたは）雨が降るわよ　　 （ク）（あしたは）雨だわよ
　　　　（ウ）（あしたは）雨だよ　　　　　 （ケ）（あしたは）雨じゃわよ
　　　　（エ）（あしたは）雨だぞ　　　　　 （コ）（あしたは）雨やわよ
　　　　（オ）（あしたは）雨じゃよ　　　　 　　どれも言わない
　　　　（カ）（あしたは）雨やよ
（13） 〔回答票 40〕似たような状況ですが、今度は家族といっしょに天気予報を見て
いたとします。あしたは雨です。次の言い方のうち、いっしょに見ている家族
に向かって自分で言うことがあるものをすべて選んでください。（Ｍ．Ａ．）
　　　　（ア）（あしたは）雨だね　　　　　 （キ）（あしたは）雨じゃの
　　　　（イ）（あしたは）雨だな　　　　　 （ク）（あしたは）雨やね
　　　　（ウ）（あしたは）雨ね　　　　　　 （ケ）（あしたは）雨やな
　　　　（エ）（あしたは）雨な　　　　　　 （コ）（あしたは）雨やの
　　　　（オ）（あしたは）雨じゃね　　　　 　　どれも言わない
　　　　（カ）（あしたは）雨じゃな
（14） 〔回答票 41〕あしたは傘が絶対に必要だということを、家族に確認するとします。
次の言い方のうち、自分で言うことがあるものをすべて選んでください。「いる」
ではなく「必要」という言葉を使うとして考えてください。（Ｍ．Ａ．）
　　　　（ア）（傘がぜったい）必要だよね　　（オ）（傘がぜったい）必要よね
　　　　（イ）（傘がぜったい）必要じゃよね　（カ）（傘がぜったい）必要よの
　　　　（ウ）（傘がぜったい）必要やよね　　　　どれも言わない
　　　　（エ）（傘がぜったい）必要よな
　東京都での調査の質問文と選択肢
1-1． あした、親しい友達とハイキングを予定していたとします。あなたがテレビで
天気予報を見ていたところ、残念ながらあしたは雨になりそうです。そのことを、
電話で友達に伝えるとしたら、次の言い方はあなたは言いそうでしょうか？ 
　　　　（ア）あしたは雨だよ。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（イ）あしたは雨だぞ。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（ウ）あしたは雨だぜ。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（エ）あしたは雨よ。…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（オ）あしたは雨だわよ。……… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（カ）あしたは雨が降るよ。…… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
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　　　　（キ）あしたは雨が降るわよ。… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（ク）あしたは雨だね。………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（ケ）あしたは雨ね。…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　選択肢の示し方の見かけは岡山市と東京都で異なるが、いずれの調査でも回答者には、
自身が使いうる表現を全て選択させた。岡山市での調査の「回答票」とは、回答者が回答
する際に手元に持つ選択肢カードのことである。調査票に書かれている選択肢と同じ表現
が書かれているが、最後の「どれも言わない」は、回答者がどの選択肢も選ばなかった場
合に調査員がチェックするものであり、回答票にはない。
　岡山市と比較する東京都での調査結果をまず確認しておこう。東京都での結果について
は、尾崎喜光（1999a、1999b、2000、2001、2002、2004、2005）で示しているが、それ
らに示した男女比較のグラフを組み替えて改めて示したのが図１である。
　グラフ左側の、助動詞「だ」を省略した「雨よ」「雨ね」、終助詞「わ」を付加した「降
るわよ」、助動詞「だ」は省略せず終助詞「わ」を付加した「雨だわよ」は、いずれも男
図１　東京都での各種文末表現の使用者率（1997 年調査）
図２　岡山市での各種文末表現の使用者率（１）（2013 年調査）
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性の使用者率は極めて低いのに対し、女性のそれは一定の割合を示している。このことか
ら、これらは東京都においてほぼ女性専用の表現であることが確認される。しかしながら、
女性であれば皆使っているというわけではないことも確認される。これに対し「だ」を省
略しない「雨だよ」「雨だね」や、「わ」を付加しない「降るよ」は、相対的には女性より
も男性の使用者率の方が高いものの、女性の数値は男性に接近しており、現在では女性も
かなり普通に使う表現となっていることが確認される。グラフを示すことは省略するが、
尾崎喜光（2000、2004）等によれば、30 代以下においては男女ともこれらの表現の使用
者率は非常に高く、男女差はほとんどないと言ってよい状況である。これ対し終助詞「ぞ」
を付加した「雨だぞ」、終助詞「ぜ」を付加した「雨だぜ」は、ほぼ男性専用の表現である。
ただし、男性であれば皆使っているというわけでもない。
　これに対し岡山市はどうであるかを図２により見てみよう。
　東京都において女性専用の表現であった「雨よ」「雨ね」「降るわよ」「雨だわよ」の使
用はやはり女性に大きく傾く。このことから、これらは岡山市においても女性専用の表現
と言ってよい。ただし、「雨よ」以外の使用者率は女性においてもかなり低く、比較的多
くの女性が使う実質的な女性専用の表現は「雨よ」のみである。また、終助詞「わ」の使
用は、「雨だわよ」を含め、岡山市では低調である。ただし終助詞「わ」は、東京都の女
性においても衰退傾向を示しており、現在の東京都の女性の数値はさらに低くなっている
ことが推測されることから、地域差の有無については明確なことは言えない。少なくとも
現在の岡山市において低調であることは確かである。このうち「雨ね」の使用が低調なの
は、断定の助動詞の省略というよりも終助詞「ね」の使用に起因するものと考えられる。
後述するように、共通語の「ね」に対応する岡山市の終助詞は基本的に「な」である。こ
れは女性においても同様である。そのため数値が低くなったものと考えられる。東京都で
は、助動詞「だ」を省略した後に「よ」も「ね」も接続しうるが、岡山市では「ね」を接
続する女性は少ない。
　これに対し助動詞「だ」を伴う「雨だよ」「雨だね」、終助詞「わ」を付加しない「降る
よ」は、岡山市でも一定の使用者率が見られる。このうち「雨だね」は、多少女性に傾く
ものの、全体的には明確な男女差はない。この点は東京都と同様である。なお、「雨だよ」
「雨だね」で男女とも数値が低いのは、岡山市では断定の助動詞が「だ」ではなく「じゃ」
を基本とすることに起因する。この点については後述する。これに対し断定の助動詞がか
かわらない「降るよ」は使用者率が比較的高く、かつ明確な男女差は見られない。
　終助詞「ぞ」「ぜ」のうち「ぜ」は岡山市で聞くことがほとんどないことから「ぞ」の
みを調査した。「雨だぞ」を使用するのは男性のみであることから、終助詞「ぞ」は岡山
市においても男性専用の表現であると言える。ただし、男性の数値は 2 割ほどにとどまる。
これも、助動詞が「だ」であることに起因するところが大きいものと考えられる。
　結局岡山市での文末の男女の違いについては、断定の助動詞を省略して終助詞「よ」を
付加する表現はほぼ女性専用、終助詞「ぞ」は男性専用と言える。ただし留意すべきは、
それぞれの表現を女性や男性が皆使っているというわけではなく、もし使うとすれば女性
専用（女性しか使わない）、男性専用（男性しか使わない）の傾向が強いという点である。
　図３は、女性について東京都と岡山市を比較したものである。なお、調査時期が 16 年
間離れている点は、分析において留意する必要がある。
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　これによると、断定の助動詞を省略し終助詞「ね」を付加する「雨ね」や、終助詞「わ」
を含む「降るわよ」「雨だわよ」は、東京都の女性に比べ岡山市の女性の使用者率が著し
く低く、この点に女性専用表現の地域差が認められそうである。これに対し、断定の助動
詞を省略し終助詞「よ」を付加する「雨よ」や、断定の助動詞が関与せず「よ」を付加す
る「降るよ」には著しい地域差はない。「雨だよ」「雨だね」はいずれも岡山市の女性で数
値が低いが、これには岡山市での断定の助動詞が基本的に「じゃ」であることが制約とし
て関与している。したがって、東京都と比較したときの数値の低さについては、断定の助
動詞を省略しない表現を用いる女性は岡山市では少ないと見るべきではなく、断定の助動
詞として「だ」を使用する女性が東京都よりも少ないと見るべきである。すなわち、ポイ
ントは断定の助動詞の有無ではなく、そのバリエーションである。
　図４-１と図４-２は、年齢差から変化の動向を探るべく、岡山市の女性を「60・70 代」「40・
50 代」「20・30 代」の 3 つの年齢層に分けて示したものである。ただし、各層に含まれる
人数がわずか 14 人となり数値が不安定になることから、数値に大幅な違いがない限り明
確なことは言いにくい。また、異なる年齢層で数値が近くても、年齢差がないとも言いに
くい。この点に留意しつつグラフを見ると、ここで取り上げた表現のほとんどについては、
図３　女性による各種文末表現の使用者率の地域間比較
図４-１　岡山市の女性の各種文末表現の
年齢層別使用者率（１）
図４- ２　岡山市の女性の各種文末表現の
年齢層別使用者率（２）
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岡山市の女性の間で明確な年齢差は確認できない。従って、特定の表現の普及や衰退も確
認できない（あるかもしれないがそれが確認できない）。ただし「雨よ」は、60・70 代か
らそれ以下にかけて数値が大きく上昇する。こうした表現は、女性専用の表現として、岡
山市の女性の間で普及しつつある可能性が考えられる。
　図５は男性について東京都と岡山市を比較したものである。「雨よ」「雨ね」「降るわよ」
「雨だわよ」は、岡山市の男性も東京都の男性と同様に使用者率が非常に低い点は共通で
ある。また、断定の助動詞のバリエーションの違いが問題とならない「降るよ」は、岡山
市も東京都も少なからざる割合の男性が使用しており、数値も大きな違いはなく、共通で
ある。これに対し「雨だよ」「雨だね」には数値に大きな隔たりがあり、岡山市の男性で
使用している割合は少ない。これは、女性の分析で言及したのと同様に、助動詞の有無の
問題ではなく、そのバリエーションの違いに起因する異なりである。「雨だぞ」の数値の
違いも同様である。結局、断定の助動詞のバリエーションという点を除いては、男性専用
の表現に関する明確な地域差はなさそうである。
　図６は、このうち数値が一定以上ある 4 つの表現について、岡山市の男性を年齢層別に
分析したものである。男性の「60・70 代」は 10 人と非常に少なくなるため、女性の分析
以上に慎重な判断が必要となる。
　これによると、ほとんどの表現について、岡山市の男性の間で明確な年齢差は確認しに
くい。従って、特定の表現の普及や衰退も確認しにくい。ただし「雨だぞ」は、60・70
代からそれ以下にかけて数値が大きく減少していることから、現在岡山市で衰退しつつあ
る男性専用の表現である可能性が考えられる。
図５　男性による各種文末表現の使用者率の地域間比較
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　図７は、上記以外の文末表現について、岡山市の男女を比較して示したものである。お
もな特徴を見てみよう。
　図２に示した「雨だよ」「雨だね」の使用者率が岡山市で低調であったのは（平均する
と 2 割程度）、断定の助動詞が「だ」であるためだと指摘した。では、「だ」を「じゃ」に
置き換えた表現であれば使用者率が高くなるか、また男女差は見られるかを確認したのが
「雨じゃよ」「雨じゃね」である。グラフを見るといずれの表現も数値は非常に低く、従っ
て明確な男女差も見られない。すなわち、終助詞「よ」「ね」は、共通語の「だ」に下接
させた「だよ」「だね」であれば、岡山市でも使う人は男女とも一定の割合（2 割程度）
いるものの、方言の「じゃ」には下接しにくく、従って男女差もほとんど見られない表現
であると言える。このうち「雨じゃよ」のような「じゃよ」は、金水敏（2003）の言う「役
割語」のうちの「博士語」の代表的な表現であるが、「じゃ」が普通に用いられる岡山市
においても、「じゃよ」という接続は、現実の表現としてはほとんど用いられていない。
　岡山市では断定の助動詞として関西の「や」もしばしば用いられていることから、「雨
図６　岡山市の男性の各種文末表現の年齢層別使用者率（１）（2013 年調査）
図７　岡山市での各種文末表現の使用者率（２）（2013 年調査）
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やよ」「雨やね」も調査したが、これらも使用は低調であり、したがって男女差も見られ
ない。岡山県の西隣の広島県では終助詞「の」が用いられていることから調査項目とした
のが「雨じゃの」「雨やの」であるが、これらも低調である。
　これに対し「じゃ」に終助詞「な」を下接した「雨じゃな」は 5 割程度が用いている。
男女差はほとんどない。すなわち、共通語の「雨だね」に対応する岡山市での表現は「雨
じゃな」であり、これには男女差がない。共通語の「雨だね」の使用は、東京都において
はもともと男性に多かったが、女性で若年層に向け使用者率が増加した結果、男女差が小
さくなった表現である。図８- １によると、岡山市の「雨じゃな」にはそのような年齢差
は特に確認されない。図８- ２の男性も同様である。「雨じゃな」は、男女共通に使える
有力な表現として岡山市で使われ続けていると言える。これを関西的にした「雨やな」の
使用者率は低調であるが、男性に 2 割いる点は注目される。使うとすれば主として男性で
ある。図８- ２によると「雨やな」に明確な年齢差は確認されないが、「じゃ」とともに「や」
もある程度使われている岡山市においては、「雨やな」の今後の動向が注目される。
　「雨だな」は、終助詞を「な」とし、直前の助動詞を「だ」とする表現であるが、使用
者率は 1 割前後と低調である。岡山市での終助詞として有力な「な」を含むとはいえ、助
動詞が「だ」である表現は使用されにくく、従って明確な男女差も認められない。
　「雨な」は断定の助動詞を省略し、終助詞を「な」にした表現である。使用者は極めて
少なく、従って男女差もない。このような表現自体岡山市に実質的に存在しないと言える。
　共通語の「雨だわよ」に対応する岡山市の表現は、理屈で考えると「雨じゃわよ」「雨
やわよ」となるが、数値はゼロないしはそれに近く、実質的にこのような表現自体岡山市
に存在しないと言える（ただし下降のイントネーションを伴う「雨じゃわ」であれば、共
通語の下降のイントネーションを伴う「雨だわ」と同様、岡山県で男女共通の表現として
用いられている）。この点については、岡山市のみならず周辺の地域においても同様であ
ると推測される。半世紀以上前の研究であるが、岡山県津山市を中心とする姫新線沿線（美
作地方）の女性が使用することば（方言女性語）について、当地の男性の言葉および共通
語の女性の言葉と対比しつつその特徴を分析した額田淑（1961）は、共通語の終助詞「わ」
と異なり当地の終助詞「わ」は助動詞「じゃ」に接続しないと指摘している。
　本調査によると、断定の助動詞「じゃ」を含む表現の中では「雨じゃな」が比較的優
勢であり、使用者率は男女とも約 5 割である。額田淑（1961）によると、美作地方では
女性は「ほこりでまっ白」のような名詞止めの形もしばしば用いる一方、男性は「ほこ
りでまっ白じゃ」「ほこりでまっ白じゃが」のように「じゃ」を付加するのが通例である
という。共通語で助動詞「だ」の省略に男女差が見られるのと平行的な現象が当地に見
られることの指摘である。今回の調査によれば、「雨じゃな」という表現では現在の岡山
市に男女差は認められないが、当時の美作地方のような男女差が現在の岡山市にももし
あるとすれば、「あっ、雨じゃ！」と「あっ、雨！」の対立であれば、男女差が認められ
る可能性がある。
　一部の表現についてはすでに見た図８-１、図８-２によれば、多くの表現でそもそも数
値が低いこともあり、いずれの表現についても明確な年齢差は認められない。男性（図８
-２）の「雨じゃな」が 60・70 代からそれ以下にかけ数値が大きく上昇している点が注目
されるが、60・70 代が 10 人であることを考えると、変化の有無については判断しがたい。
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　断定の助動詞のバリエーションに関連し、終助詞「よ」「ね」を連続して下接した表現
に関する使用を見たのが図９である。
　東京都では特に調査していないが、日常の観察によると首都圏等ではごく普通に用いら
れている「必要だよね」のような「だよね」の岡山市での使用者率は低調である。ただし、
男性の使用者率は 1 割であるのに対し女性は 3 割あり、女性であれば岡山市でも使ってい
る人が一定の割合はいる。岡山市においては使用が女性に傾く表現である。なお、図 10-
１によれば、女性の「必要だよね」には明確な年齢差は確認されない。
　「必要だよね」を岡山的にした「必要じゃよね」も数値は低いが、男性においては、「雨じゃ
よ」のような「じゃよ」の使用者率が男性でも 1 割にとどまるのに対し、「必要じゃよね」
のような「じゃよね」は 2 割近くある点は注目される。ただし、図 10-２によると、この
表現の使用者率に年齢差は特に確認されない。数値は低いながら、「だよね」は女性に傾
く表現であるのに対し、「じゃよね」は男性に傾く表現であると言える。
　この関西的表現である「必要やよね」は、男性も女性も使用者率はゼロに近い。
　これに対し岡山市で最も優勢な表現は、断定の助動詞を省略した上で、直後に「よね」
図８-１　岡山市の女性の各種文末表現の
　　　　年齢層別使用者率（３）
図８- ２　岡山市の男性の各種文末表現の
　　　　年齢層別使用者率（２）
図９　岡山市での各種文末表現の使用者率（３）（2013 年調査）
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図 10-1　岡山市の女性の各種文末表現の
　　　　年齢層別使用者率（４）
図 10-2　岡山市の男性の各種文末表現の
　　　　年齢層別使用者率（３）
ではなく「よな」を接続する「必要よな」である。つまり、共通語の「だよね」に対応す
る岡山市の表現は「φよな」である（「φ」は断定の助動詞が省略されていることを示す）。
この「φよな」は、使用者率に顕著な男女差はなく、男女共通の表現となっている。ただし、
最も優勢な表現とは言うものの、使用者率は半数程度にとどまることからすると、岡山市
には「だよね」に相当する表現が本来存在せず、比較的最近になってから「φよな」がそ
れに対応する表現として、男女共通に用いられるようになってきた可能性も考えられる。
図 10-1・図 10-2 によると、「必要よな」は男女とも 60・70 代からそれ以下に向けて数
値が大きく上昇するが、近年における普及を示している可能性がある。
　この「必要よな」の「な」を「ね」に置き換えた「必要よね」は、「必要よな」ほどで
はないものの一定の勢力を持ち、かつ使用者は女性に傾く。岡山市における女性語的な表
現の一つと言える。「必要よね」は共通語の女性語的表現と同じ形であるが、省略された
と想定される助動詞は「だ」ではなく「じゃ」と見るべきであろう。図 10-１によると、
女性の「必要よね」は、60・70 代からそれ以下に向けて数値が大きく上昇する。先に見た「必
要よな」とともに、近年普及しつつあることを示している可能性がある。
　なお、終助詞を「の」に置き換えた「必要よの」を使う人は、男女とも皆無である。
３. ２．間投助詞における男女の違い
　先の文末表現の分析において、岡山市では終助詞として「ね」よりも「な」の方が優勢
であることを見た。首都圏等においては、終助詞および間投助詞の「ね」「な」には男女
差があり、「ね」は男性よりも女性の使用者率が高いのに対し、「な」は使うとすれば主と
して男性であり女性の使用者率は低い。単純化して言えば、「ね」は女性的な表現、「な」
は男性的な表現である。これが岡山市においてどのようになっているかについて、改めて
間投助詞の分析結果から見てみることにするが、それに先立ち、筆者が 10 年ほど前に主
担当者として実施した全国調査の結果から、全国の傾向をまず確認しておこう。
　この全国調査は、民間の調査会社（一般社団法人・中央調査社）に委託し、オムニバス
調査の項目の一つとして 2007 年 3 月に実施したものである。回答者は、全国から無作為
に選ばれた 20 歳以上の男女 1,343 人である（男性 638 人、女性 705 人）。注３
　間投助詞については、次の質問と選択肢により回答を求めた。間投助詞は昇降調のイン
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トネーションを伴って長呼されることが多いことから、全て長呼の形で示した。
　全国調査の質問文と選択肢
Q ８ ．（２）〔回答票 11〕家族や親しい友達とおしゃべりをするとき、相手に呼びかけ
る言葉についておうかがいします。（ア）～（カ）を上からひとつずつ見ていき、
ご自分で言うことがあるものをすべて選んでください。それ以外の言い方があ
れば、それも教えてください。（Ｍ . Ａ .）
　　　　（ア）あのねえ、　　　　（オ）あののお、
　　　　（イ）あのさあ、　　　　（カ）あのやあ、
　　　　（ウ）あのなあ、　　　　（キ）その他（具体的に　　　　　　　）
　　　　（エ）あのよお、
　各表現の使用者率を男女に分けて示したのが図 11-1（女性）・図 11-2（男性）である。
　女性の結果（図 11-1）を見ると、どの地域でも最も優勢な間投助詞は「ねえ」（「あのねえ」）
である。これに次いで優勢な間投助詞は「なあ」と「さあ」であるが、これらには地域差
が明確に見られ、近畿・阪神・四国では「なあ」が優勢であるのに対し、それ以外では「さあ」
が優勢である。岡山市が含まれる中国は「なあ」の数値が低いが、筆者の日常的な観察に
よれば、近畿に隣接するためか、岡山市の女性も「なあ」をごく普通に使っている。この
「なあ」について、男性の結果（図 11-2）を見ると、やはり近畿等の西日本で使用者率が
高いものの、東日本の男性も 3 割ほどは使っており、使用者率が 1 割程度以下の女性との
間に違いが認められる。つまり、東日本において間投助詞「なあ」は男性語的な表現であ
るのに対し、近畿等においては、女性も一定の割合は使っていることから、ある程度男女
共通の間投助詞となっている（ただし数値的には女性よりも男性の方が高い）。同じ間投
助詞でありながら、東日本では男女差が大きいのに対し、近畿等を中心とする西日本では
男女差が小さいのが「なあ」である。この全国調査の結果をふまえつつ、一部の間投助詞
については東京都での調査結果とも比較しながら、岡山市の男女差の状況を見てみよう。
図 11- 1　各種間投助詞の使用者率（女性） 図 11-2　各種間投助詞の使用者率（男性）
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　東京都および岡山市での質問文と選択肢は次のとおりである。東京都では終助詞と間投
助詞の両方を調査している。
　東京都での調査の質問文と選択肢（終助詞）
1-3．数日雨が降り続いたとします。
　　友達に感想を言うとしたら、次の言い方はあなたは言いそうでしょうか？
　　　（ア）よく降るなぁ。…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（イ）よく降るねぇ。…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　東京都での調査の質問文と選択肢（間投助詞）
1-4． あしたも雨が降るので、予定していたハイキングをやめようかと友達に言うと
します。次の言いだし方はあなたは言いそうでしょうか？
　　　（ア）あしたのハイキングだけどさぁ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（イ）あしたのハイキングだけどねぇ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（ウ）あしたのハイキングだけどなぁ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（エ）あしたのハイキングだけどよぉ、… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　岡山市での調査の質問文と選択肢（間投助詞）
（10） 〔回答票 37〕新聞を熱心に読んでいる家族に、あしたの天気を伝えるとします。
呼びかける最初の言葉として、自分で言うことがあるものをすべて選んでくだ
さい。（Ｍ．Ａ．）
　　　　（ア）あのねぇ　　　　　（オ）あののぉ
　　　　（イ）あのなぁ　　　　　（カ）あんのぉ
　　　　（ウ）あんなぁ　　　　　　　 どれも言わない
　　　　（エ）あのさぁ
　図 12 は東京都での終助詞の結果である。「ねぇ」（「降るねぇ」）は女性の使用者率が男
性のそれよりも多少高いものの大差はなく、男女共通に多くの人が用いる表現となってい
る。これに対し「なぁ」（「降るなぁ」）には男女差が明確に認められ、東京都では主とし
て男性が使う表現となっている。
　図 13 は東京都での間投助詞の結果である。先の終助詞と比べ数値こそ異なるものの、
「ねぇ」（「～だけどねぇ」）の使用者率は男女で大差がない点、「なぁ」（「～だけどなぁ」）
は主として男性が使う表現となっている点は同様である。「さぁ」（「～だけどさぁ」）の使
用者率も東京都では高く、男女で大きな違いもない。図11-1、図11-2で見られた「あのさあ」
の使用者率が東日本で高い傾向は、東京都の調査でも確認された。共通語としてはぞんざ
いなニュアンスを含む「よぉ」（「～だけどよぉ」）の使用者率は低く、特に女性は皆無に近い。
このことから「よぉ」は、使うとすればほぼ男性専用の間投助詞となっていると言える。
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図 12　東京都での各種終助詞の
　　　使用者率（1997 年調査）
図 13　東京都での各種間投助詞の
　　　使用者率（1997 年調査）
図 14　岡山市での各種間投助詞の使用者率（2013 年調査）
図 15-1　岡山市の女性の各種間投助詞の
年齢層別使用者率
図 15-2　岡山市の男性の各種間投助詞の
年齢層別使用者率
　これに対し岡山市でどうであるかを図 14 により見てみよう。
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　これによると、岡山市における間投助詞は「ねぇ」（「あのねぇ」）よりも「なぁ」（「あの
なぁ」「あんなぁ」）が優勢である。広く西日本に見られる傾向が岡山市にも確認される。
「ねぇ」については男女差が多少見られ、使うとすれば女性に傾く。これに対し「なぁ」はむ
しろ男性に傾くが、東京都に見られたような大きな男女差ではない。すなわち、岡山市に
おいて「なぁ」は、使用者がほぼ男性限定という男性語にまではなっていないという違い
が見られる。図 15-1、図 15-2 によると、終助詞の直前については、「の」を音便化させた「あ
んなぁ」が男女とも若年層に向けて増加傾向にある。「あのなぁ」から「あんなぁ」への置
き換えが進行している可能性が考えられる。
　東京都では「ねぇ」とともに優勢であった「さぁ」（「あのさぁ」）の使用者率は、岡山市で
は男女とも極めて低い。「のぉ」（「あののぉ」「あんのぉ」）も同様である。
３. ３．終助詞「か」における男女の違い
　疑問詞疑問文の「いつ来るの？」の「の」や「うん、いいの！」の「の」は終助詞とさ
れることがあるが、これらは「いつ来るんだ？」や「うん，いいんだ！」の「だ」が省略
された表現と見るべきである。こうした表現に柔らかさが感じられるのも、じつは「だ」
を省略することに起因する。同様に真偽疑問文の「本当に来るの？」は、「本当に来るの
か？」の終助詞「か」が省略された表現と見るべきである。相手に質問していることを明
示する「か」を省略し、上昇のイントネーションだけでそれを示すところに柔らかさが生
じるのだと考えられる。すなわち、真偽疑問文における終助詞「か」の省略は、先に見た
断定の助動詞「だ」の省略と共通するところがある。そこで、終助詞「か」についての岡
山市での男女差を、東京都と比較しつつ見てみよう。
　調査に用いた質問文と選択肢は次のとおりである。東京都の質問文の「そのこと」とは
直前の設問の流れを受けており、「あしたは雨になりそうだ」ということである。岡山市で
の質問文の冒頭の「そう聞かれた」も直前の設問の流れを受けている。寒い日であるにも
かかわらずコートを着ずに外出しようとする友達に「そんな恰好では寒いのではないか」
と回答者が尋ねたことを、友達の立場で「そう聞かれた」と表現している。
　東京都での調査の質問文と選択肢
1-2. 逆に、あなたが友達からそのことを教えられたとします。
　　 午後も降り続くのかと尋ねるとしたら、次の言い方はあなたは言いそうでしょうか？
　　　　（ア）午後も降るのか？………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　　（イ）午後も降るの？…………… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　岡山市での調査の質問文と選択肢
（14） 〔回答票 33〕そう聞かれた友達は「寒くない」と答えたので、「本当にそうなのか？」と
聞き返すとします。自分で言うことがあるものをすべて選んでください。（Ｍ．Ａ．）
　　　　（ア）（本当に）そうなん？　　　　（エ）（本当に）そうなのか？
　　　　（イ）（本当に）そうなの？　　　　　　 どれも言わない
　　　　（ウ）（本当に）そうなんか？
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　東京都の結果は図 16 のとおりである。終助詞「か」を省略した「降るの？」は、女性
はほとんどの人が用いている一方、男性の使用者率もかなり高い。どちらかと言えば女性
に傾くという程度の違いである。これに対し「か」を省略しない「降るのか？」は、男性
は約半数が使うのに対し女性はゼロに近い。すなわち、終助詞「か」の使用者はほぼ男性
に限定されるという意味において、東京都では男性語となっている。
　これに対し岡山市も、図 17 によれば、終助詞「か」を省略し「の」を音便化させた「そ
うなん？」は男女とも使用者率が高い。多少女性に傾くという程度の違いである。一方、
音便化させない「そうなの？」は岡山市で劣勢であるが、使うとすれば女性にかなり傾く。
この点は、東京都と比べ男女差の在り方が多少異なる。音便化が普通である岡山市におい
ては、音便化させない表現は改まった共通語的表現と聞こえるためであろう。この音便化
させない「そうなの？」に「か」を付加した「そうなのか？」を使う人は岡山市にほとん
どいないが、音便化させた「そうなん？」に「か」を付加した「そうなんか？」であれば
一定の割合見られる。ただし使用者はほぼ男性に限定され、その意味において終助詞「か」
は岡山市でも男性語となっている。結局、終助詞「か」が男性語となっているという点で
は、東京都と岡山市は同じである。
図 16　東京都での終助詞「か」の使用者率（1997 年調査）
図 17　岡山市での終助詞「か」の使用者率（2013 年調査）
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　額田淑（1961）は、半世紀前の美作地方で女性は「ほんまに行くん？」（＝「本当に行
くの？」）のような表現を使うのに対し、男性は「ほんまに行くんかな？」のように「ん」
に「かな」を付加した表現を用いることが多いとする。終助詞「か」の付加／省略に男女
差があったことになるが、現在の岡山市にもそれと同様の傾向が認められるということ
になる。図 18-1、図 18-2 は岡山市の結果を年齢層別に示したものであるが、男性（図
18-2）の「そうなん？」は、60・70 歳とそれ以下との間で数値の開きがやや大きい。半
世紀前の美作地方での情況から考えると、「か」を省略した「そうなん？」は、岡山市に
おいても当初は主として女性が使う表現であり、その後男性も使い始めるようになったこ
とが年齢差として表れている可能性がある。
図 18-1　岡山市の女性の終助詞「か」の
年齢層別使用者率
図 18-2　岡山市の男性の終助詞「か」の
年齢層別使用者率
３. ４．丁寧語を伴う確認的推量表現における男女の違い
　言葉の男女差については、女性は丁寧な表現を使うのに対し男性はそうではないという
指摘がなされることがある。丁寧さを示す代表的な表現は敬語であるが、たとえばテレビ
アニメの「サザエさん」のセリフを考えると、波平さんとフネさんとで次のような違いは
おおいにありそうである。
　　波平→フネ：あしたは雨だよ。かあさん、どうする？
　　フネ→波平：あしたは雨ですよ。おとうさん、どうなさいますか？
　波平さんはフネさんに敬語を使わないのに対し、フネさんは波平さんに敬語（丁寧語や
尊敬語）を使うという違いである。上記は作例であるが、十分ありそうな違いである。男
女間の敬語使用に見られるこのような非対称性に不自然さを覚えない人も多いと思われる
が、かつての日本の家庭にこのような言葉遣いが実際にありえたからであろう。
　しかしながら現在では、義理の親子の関係を除き、男性は敬語を使わないのに対し女性
は敬語を使うという非対称性は非常に少ないと考えられる。しかし、確認的推量表現にお
いては、友達に話す場面等でも、女性は「そうでしょ？」のような丁寧語を含む表現を使
う人が多いのに対し、男性は丁寧語を含まない「そうだろ？」も使いうるというように、
現在でも敬語使用に男女差が認められそうな部分もある。
　それを確認するため、首都圏にある大学に在籍する大学生を対象に、1999 年～ 2001 年
に調査した。関連する設問がいくつかあるが、本項目の設問は次のとおりである。
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　首都圏の大学での調査の質問文と選択肢
5-6.  ハイキングをしていて、松の木の向こうに富士山がうっすらと見えたとします。
　　友達にそのことを教えるとしたら、次の言い出し方はあなたは言いそうでしょうか？
　　　（ア） あそこに松が見えるだろ？……… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　　　（イ） あそこに松が見えるでしょ？…… 1. 言う　2. 言わない　3. わからない
　回答者のうち関東出身の女子 521 人、男子 172 人を抽出して分析したところ図 19 の結
果が得られた。「見えるだろ？」は、女子の使用者率はわずか 3.5% であり使う人がほと
んどいないのに対し、男子は 57.0% いる。つまり、丁寧語を含まない「見えるだろ？」は
ほぼ男性専用の表現となっている。これに対し「見えるでしょ？」の使用者率は、女子
88.3%、男子 64.5% である。男子も半数以上は使用するものの女子の数値はそれ以上に高く、
丁寧語を含む「見えるでしょ？」の使用は女子に傾く。
図 19　首都圏（関東出身）の大学生の各種推量的確認表現の
　　　使用者率（1999 ～ 2001 年調査）
　これに対し岡山市はどうであるかを見てみよう。伝統的な方言形と新しい方言形の対立
を見ることも目的としたことから、これに関連する設問は 3 つある。
　岡山市での調査の質問文と選択肢
（４） 〔回答票 31〕自分も友達も「そうだ」と思っていることについて、念のため友
達に確認するとします。自分で言うことがあるものをすべて選んでください。
（Ｍ．Ａ．）
　　　　（ア）そうじゃろ？　　　　（エ）そうでしょ？
　　　　（イ）そうやろ？　　　　　（オ）そうだしょ？
　　　　（ウ）そうだろ？　　　　　　　 どれも言わない
85
（５） 〔回答票 32〕友達と出かけることになったとします。寒い日なのに友達はコート
を着ていませんでした。そんな恰好では寒いのではないかと友達に聞くとしま
す。自分で言うことがあるものをすべて選んでください。（Ｍ．Ａ．）
　（ア）（そんなかっこうじゃ）寒かろ？　　（エ）（そんなかっこうじゃ）寒いだろ？
　（イ）（そんなかっこうじゃ）寒いじゃろ？（オ）（そんなかっこうじゃ）寒いでしょ？
　（ウ）（そんなかっこうじゃ）寒いやろ？　 　  どれも言わない
（７） 〔回答票 34〕その友達は、自分のコートを念のため持ってきていることが分かり
ました。そこで、それなら心配ないだろうと言うとします。自分で言うことが
あるものをすべて選んでください。（Ｍ．Ａ．）
　　　（ア）（それなら）心配なかろう　　（オ）（それなら）心配ないだろう
　　　（イ）（それなら）心配あるまい　　（カ）（それなら）心配ないでしょう
　　　（ウ）（それなら）心配あるめー　 　　　 どれも言わない
　　　（エ）（それなら）心配ないじゃろう
　相手に「そうだろ？」と確認する最初の設問の分析結果は図 20 のとおりであった。
　丁寧語を含む「そうでしょ？」は、首都圏の大学生調査と同様、岡山市においても使用
は女性に傾く。ただし男性との差は約 2 倍と大きく、岡山市において「そうでしょ？」は、
女性語的性質が首都圏の大学生以上にはっきりとしている。これに対し丁寧語を含まない
「そうだろ？」は、首都圏の大学生の場合と同様、ほぼ男性専用の表現となっている。な
お、「そうでしょ？」にしても「そうだろ？」にしても、全体として数値がそれほど高くな
いのは、岡山市では「そうじゃろ？」が優勢なためである。「そうじゃろ？」は「そうだ
ろ？」に対応する岡山市の表現である。注目すべきは、首都圏の「そうだろ？」はほぼ男
性専用の表現であるのに対し（岡山市でわずかに使われる「そうだろ？」も同様）、「そう
じゃろ？」には男女差がほとんど見られない点である。数値は低いが、この関西的表現で
ある「そうやろ？」にも同様の傾向が認められる。「そうですじゃろ？」や「そうですやろ？」
のような丁寧語を含む方言形がないため（ただし関西には「そうでっしゃろ？」がある）、
方言形を使うとすれば結局丁寧語を含まない表現しか選択肢としてないためであろう。丁
寧語を含む表現と含まない表現の 2 つがあり、丁寧語を含まない表現はほぼ男性専用とい
うシステムを持つ首都圏出身者には、岡山市の女性が使う「そうじゃろ？」は男性の言葉
のように（かつ年配の人の言葉のように）聞こえる可能性がある。なお、「そうだしょ？」
は理屈としてはありうる表現であり、かつてテレビ CM で女優の浅野ゆう子が「おいしい？ 
だしょ？」と使っていたとされるが、岡山市での使用者率はほぼ皆無である。図 21-1、図
21-2 によるとどの表現にも顕著な年齢差は認められず、比較的安定しているようである。
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　相手に「寒いだろ？」と確認する二つ目の設問の結果は図 22 のとおりであった。回答者
に提示した設定場面であれば、現実には「寒くない？」や「寒くね？」のような否定疑問
の形もありうるが、丁寧語を含むか否が問題となりうる推量的確認表現に限定して問うた。
　これによると、「寒いだろ？」の使用者はほぼ男性のみ、逆に「寒いでしょ？」の使用
者はほぼ女性のみであり、両者の違いは明確である。先に見た「そうでしょ？」は男性も
2 ～ 3 割は使っていたが、「寒いでしょ？」は皆無に近い。対立する他の表現との関係性
の違い等がこの差に関与している可能性が考えられる。岡山市において「寒いでしょ？」は、
ほぼ女性専用の表現となっている。ただし、他の表現と比べるといずれも有力な表現とい
うわけではなく、伝統方言形の「寒かろ？」や、共通語の「寒いだろ？」の「だ」を岡山
市的にした新しい方言形の「寒いじゃろ？」、その関西的表現である「寒いやろ？」の方
が優勢である。これらの表現は男女共通に用いられている点は、「寒いだろ？」がおそら
く男性限定である首都圏などと比べ、男女差に関する地域的異なりとして注目される。
　図 23-1、図 23-2 は年齢層別の分析である。女性は 60・70 代から 40・50 代にかけ「寒
かろ？」の数値が低下し「寒いじゃろ？」「寒いでしょ？」が上昇するのが注目される。
図 20　岡山市での各種推量的確認表現の使用者率（１）（2013 年調査）
図 21-1　岡山市の女性の各種推量的確認
表現の年齢層別使用者率（１）
図 21-2　岡山市の男性の各種推量的確認
表現の年齢層別使用者率（１）
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　相手に対し「心配ないだろう」と推量的かつ自分自身で納得しつつ述べる三つ目の設問
の結果は図 24 のとおりであった。
　これによると、「心配ないだろう」の使用者は男性に傾くのに対し、丁寧語を含む「心
配ないでしょう」の使用者は女性に傾く。岡山市において「心配ないでしょう」は女性語
的な表現となっている。ただし、伝統方言形の「心配なかろう」や、共通語の「心配ない
だろう」の「だ」を岡山市的にした新しい方言形の「心配ないじゃろう」の方がこれらよ
りも優勢である。このうち「心配ないじゃろう」が男女共通に用いられている点は、「心
配ないだろう」が岡山市と同様におそらく男性に傾く首都圏などと比べ、男女差に関する
地域的異なりとして注目される。伝統方言形の「心配なかろう」は男性に傾く。狭い意味
での男性語というわけではないが、表層的には男性語的に使われている。
　図 25-1、図 25-2 は年齢層別の分析である。女性は 60・70 代から 40・50 代にかけ「心
配ないでしょう」の数値が上昇するが、先に見たやはり丁寧語を含む「寒いでしょ？」（図
23-1）にもこの間に数値の上昇が見られたことと共通しており注目される。
図 22　岡山市での各種推量的確認表現の使用者率（２）（2013 年調査）
図 23-1　岡山市の女性の各種推量的確認
表現の年齢層別使用者率（２）
図 23-2　岡山市の男性の各種推量的確認
表現の年齢層別使用者率（２）
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　額田淑（1961）は、美作地方で女性は、推量形において丁寧語を伴う「でしょう」では
なく「じゃろう」を用いているとする。たとえば「あんた行くんじゃろう？」のような表
現を女性も用いているとする。今回の調査によると、現在の岡山市にもその傾向が認めら
れ、「寒いじゃろ？」ないしはその関西的表現である「寒いやろ？」に男女差はほとんどない。
「心配ないじゃろう」や「そうじゃろ？」「そうやろ？」もほぼ同様である。
３. ５．文末表現「かしら」における男女の違い
　文末表現における女性語としてこれまでと異なる系列のものに「かしら」がある。相手
に向けての発話よりも多くの場合は自問的に、「～かな？」とほぼ同義の表現として、「そ
うかしら？」のように用いられる。自分の感想を述べうる書き言葉では男性でも使う人が
ときにいるし、話し言葉で「かしら？」を使う男性も全くいないわけではないが、話し言
葉で使うとすれば主として女性である。これが岡山市においてどうであるかを調べた。
　質問文と選択肢は次のとおりである。他の表現との対比ではなく、「かしら」に限定し
て使用の有無を問うた。なお、調査員の「かしら」の発音の違いにより回答が異なってく
図 24　岡山市での各種推量的確認表現の使用者率（３）（2013 年調査）
図 25-1　岡山市の女性の各種推量的確認
表現の年齢層別使用者率（３）
図 25-2　岡山市の男性の各種推量的確認
表現の年齢層別使用者率（３）
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る可能性を排除するため、質問文にはあえて「かしら」を入れず、回答票にそれを文字に
より示した。質問文の「このように」とは、回答票に書かれた「本当に雨かしら？」とい
う文のことである。
　岡山市での調査の質問文と選択肢
（15） 〔回答票 42〕「あしたは雨だ」ということを、逆にあなたが家族や友達から聞い
たとします。でも空はよく晴れています。そんなとき、自分でこのように【「本
当に雨かしら？」】言うことはありますか？
　　　　　（ア）言うことがある
　　　　　（イ）言わない
　結果は図 26 のとおりであった。男女とも使用者率は高くないが、男性はゼロに非常に
近いのに対し女性は 3 割近くはいる。使うとすればほぼ女性であることから、「かしら」
は岡山市においてもほぼ女性限定の表現となっている。岡山市以外のデータがないため地
域間比較はできないが、女性限定の表現であるとはいえ、岡山市で「かしら」を使用する
女性は少数派である。
　図 27 は女性について年齢層別に分析した結果である。年齢差が顕著に認められ、40・
50 代以上では 4 割前後の女性が使っているのに対し 20・30 代で使う女性は皆無である。
女性による「かしら」の使用が衰退しつつあることを表わしている可能性が考えられるが、
一方で女性が中年世代になってから使い始めることを表わしている可能性も考えられる。
経年追跡調査によりいずれであるかを明らかにすることが望まれる。
図 26　岡山市での「かしら」の
　　　使用者率（2013 年調査）
図 27　岡山市の女性の「かしら」の
　　　年齢層別使用者率
４．まとめと今後の課題
　以上に述べた岡山市における言葉の男女差をまとめると次のようになる。
（１）断定の助動詞およびそれに後接する終助詞
　岡山市で比較的多くの女性が用いる実質的な女性専用の表現は、断定の助動詞を省略し
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た「雨よ」のような表現である。年齢層別の分析結果からすると、こうした表現は、岡山
市の女性の間で近年普及しつつある可能性が考えられる。
　これに対し終助詞「わ」の使用は、「雨だわよ」のような表現を含め、岡山市の女性の
間では低調である。断定の助動詞を省略した「雨ね」のような表現の使用が低調であるの
は、断定の助動詞というよりも、終助詞「ね」に起因するものと考えられる。共通語の「ね」
に対応する岡山市の終助詞は基本的に「な」であり、この「な」は女性もふつうに使う。
　断定の助動詞の地域的バリエーションが問題とならない「降るよ」のような表現は岡山
市でも使用者率が比較的高く、明確な男女差も見られない。「雨だぞ」のような終助詞「ぞ」
は岡山においても男性専用の表現となっている。
　結局、本調査結果からは、岡山市においてほぼ女性専用の表現は断定の助動詞を省略し
終助詞「よ」を付加した表現、男性専用の表現は終助詞「ぞ」を付加した表現であると言
える。ただし留意すべきは、それぞれの表現を女性や男性が皆使っているというわけでは
なく、もし使うとすれば女性専用（女性しか使わない）、男性専用（男性しか使わない）
の傾向が強いという点である。
　東京都の女性と比べると、岡山市の女性は、「雨ね」や「降るわよ」「雨だわよ」のよう
な表現の使用は著しく低く、この点に女性専用表現の使用の地域差が認められる。
　断定の助動詞について、共通語の「雨だね」に対応する岡山市で有力な表現は「雨じゃ
な」であるが、これには男女差がなく、男性も女性も共通に使う表現となっている。
　やはり断定の助動詞が関与する表現として、「必要だよね」のような「だよね」の使用
は岡山市では女性に傾くのに対し、「じゃよね」は男性に傾く。ただし、「だよね」に対応
する岡山市の一般的な表現は「φよな」である。これには顕著な男女差はなく、男女共通
の表現となっている。この「な」を「ね」に置き換え、かつ断定の助動詞を省略した「必
要よね」は、岡山市でも主として女性が使う表現となっている。
（２）間投助詞
　岡山市では間投助詞として「なぁ」が優勢である。使用者は男性に傾くが、女性の使用
者も比較的多い。そのため東京都などと異なり、岡山市では男性語とまではなっていない。
（３）終助詞「か」
　終助詞「か」を省略する表現のうち、「の」を音便化させない「そうなの？」は岡山市
では劣勢であるが、使うとすれば女性にかなり傾く。こうした表現を男女ともよく使う東
京都と比べると、男女差の在り方が多少異なる。一方、「か」を付加して直前の「の」を
音便化させた「そうなんか？」の使用はほぼ男性に限定され、その意味において終助詞「か」
は岡山市でも男性語となっている。この点は東京都と同様である。
（４）丁寧語
　丁寧語を含む「そうでしょ？」のような表現の使用は岡山市でも女性に傾くが、男性と
の差は首都圏以上に大きく、岡山市においては女性語的性質がより強い。なお、「そうで
しょ？」よりも方言形の「そうじゃろ？」の方が岡山市ではむしろ優勢である。これに対
応する首都圏の「そうだろ？」がほぼ男性専用の表現であるのと異なり、「そうじゃろ？」
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には男女差がほとんど見られない。この関西的表現である「そうやろ？」にも同様の傾向
が認められる。同様に丁寧語を含む「寒いでしょ？」「心配ないでしょう」についてもほ
ぼ同様のことが言える。
（５）「かしら」
　文末表現の「かしら」は使用者率が低いものの、岡山市においてもほぼ女性限定の表現
となっている。ただし年齢差が顕著に認められ、20・30 代でこれを使う女性は皆無である。
　今回実施した岡山市での調査の回答者は 81 人にとどまったため、男女 2 層に分けての
分析までは一定の精度を確保できたと考えられるが、年齢差から変化の方向性をさぐるべ
く男女に分けた上でさらに年齢層を 3 層に分けて行なった分析は、各セルに入る回答者数
が激減するため、変化については確実なところまでは把握できなかった。今後は年齢層を
3 層ではなく 2 層に分け、これに岡山市在住の大学生等の若年層を別途調査した結果を接
続させる等の工夫により、年齢差から変化の方向性を把握する精度をより高めていく必要
がある。また、今後同種の経年調査を企画・実施することで、岡山市における男女差の変
化傾向を実時間的に把握することも有益である。その分析においては、コーホート（同時
期出生集団）による分析も行なうことで、こうした表現に個人の加齢に伴う変化があるの
かないのかを推測することも意義がある。特に文末の「かしら」などは、地域全体として
の変化（使用の減少）と同時に、個人の中での加齢変化（使用の開始）も同時に見られる
可能性が小さくないと推測されることから、得られる知見は大きいと考えられる。
注
１　岡山市での調査は、2013 年度学内研究助成金（研究課題「岡山市における方言使用・方言意識の現状
と動態に関する調査研究」）により行なった。
２　東京都での調査は、国立国語研究所を中心として行なわれた新プログラム「国際社会における日本語
についての総合的研究」（文部省科学研究費［創成的基礎研究費］；研究代表者＝水谷修；1994 年度～
1998 年度）の第 2 班 のうちの国立国語研究所チーム（チームリーダー＝西原鈴子）の一環として行なっ
たものである。
３　この全国多人数調査は、独立行政法人国立国語研究所研究開発部門言語生活グループの研究プロジェ
クト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関する多角的
調査研究）」（2006 年度～ 2009 年度前期）の一環として、研究課題「国民の言語使用と言語意識に関す
る全国調査」により実施されたものである。筆者は主担当者として調査の企画・立案・実施にたずさわった。
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